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会長あいさつ - 19僻第18回全国大学版画展について一

昨年の「全国大学版画展」は、東京学芸大学、

蓮尾力事務局の意欲を強く感じた新機軸で「はん

がの輸'93Jのタイトルを着けて盛り上りを見せた。

中でもチャリティ一部門は斬新で学生委員会の企

画・運営ながら、全国的に集り、紙サイズA4程

度で950点の作品が集り、学校別にファイルに入っ

ており入口の受付に係りの学生が居て注文を受け

ると、チェックしてお金と引換に渡しており、売

れないと初めての試みが台無しと、私も開会、 30

分前に買入しようと着くとすでに何人もの方が盛

んに作品を選定しており、ゆっくり見えない状態

で飛ぶように売れていた。裏面に氏名、住所が有

るので「この作家(学生)にファンレターを出しで

も良いですかJr出来ればお食事に呼ぴたLリ「喜
ぶでしょう宜しくお願いしますJr私も有名にな
る作家と思って何点か買いましたよjと町田美術

館の若い学芸員の方も作品を手に立っていました。

事実、全国大学版画展では収蔵賞の学生が翌年、

4回日本版画協会展、毎日現代美術展等で活躍、

作家となる確率の一番高い展覧会である、小口の

栗田正裕、学会委員の丸山浩司、平木美鶴、シル

クの小山愛人、 三塩英春、高垣秀光、等々若手の

面々はこの展覧会から出発した人達が多い。

l点￥1，000円程度の売り値であったが、何と会

期中に452点が売れ￥521，000円の売り上となり美

術館でもう少し延長をとの声も有りましたが、事

務上の都合で打ち切りました。半分は学生に返し

半分の25万ほどを町岡市の福祉団体に寄贈いたし

ました。町田は福祉で有名な市ですが、基金の利

息で運営しているそうで、金利の低下で困ってい

た福祉の係りから大変感謝され、考えた以上に有

意義な企画となりました。この企画は今年も盛会

となり今後かかせないものとなりそうです。

オーストラリア・キャンベラ大学との交流作品

併陳も評判良く特にキャンベラ大学のヨルク・シ

ユマイサー教授による公開セミナーも大変有効な

ものでした。

多摩美術大学吹田文明

又、会期中の入場者による大衆賞投票も好評で

多くの方々が投票に参加しました。投票の中から

5名を選んで、運営委員5名からいただいた小品

をお送りして喜ばれました。小品をお出しいただ

いた方々に深くお礼を申し上げます。

こう言ったいくつかの新企画と展覧会マニュア

ルの徹底から昨年度全国大学版画展は一段と盛り

上がりました。欲を言えば小品チャリティーなど

で、学校、学生聞の交流が多くなってくれると展

覧会の意義も一段と深まるように思います。

一一20年目の大学版画展に大胆な変貌を一一

全国大学版画展も19回を迎え、来年は20回と言

う一つの節目となります。学会出発の昭和49年夏

の日からすでに20年となり、版画教育のめずらし

さを過て普通のことのごとく行われているが、実

体はまだまだ版画教育の重要さが理解されている

とは思えない。日本画、油画と同じ社会的認知を

得る努力がまだまだ必要です。

学会誌の編集を関西にお願いしたら、武蔵君を

中心に京都の各校に呼びかけてみなさんで編集会

議を持っていただいた様で、そのことが京都で学

会への関心を広める結果になったのか事務局に入

会その他、京都からの手ごたえが感じられ、全国

的な会員の参加がいかに会の活性化に必要かを感

じました。運営委員会で展覧会を関西その他地方

に巡回出来ないか。関西に事務局を持って行って

見ては。次回学会誌の編集を引き受けて下さる地

方は無いか等多くのご意見が出されました。

再三申し上げるように私も会長を20年やって来

てマンネリになっている様に思います。J思llt、切っ

て会長も事務局も関西方面にお願いしてはどうで

しょうか。そのぐらいの大胆な発想が今、求めら

れているように思います。努力して見てもすでに

出来上った形をなぞっているのでは大胆な変貌と

はならない。



関西版画の歩み
吉原英雄[京都市立芸術大学教授]

2 …版画の可能性

今回は「関西の版画の歩みJというテーマで京
都芸大の吉原英雄先生にお話していただこうと思

います。先生の創作活動は具体美術、デモクラー

トから出発されているようですが、その辺りから

版画の教育、そして版画の歴史などをからめて語

って頂きます。

僕は最初、 具体美術からスタートしたんだけれ

ど、その後 瑛九、早川良雄、泉茂、等が結成し

ていたデモクラートに1955年に移りました。瑛九

』こ一度会っただけで、僕なんか具体を辞めてでも

デモクラートに行こうと思っていましたね。瑛九

という人は非常な論客で、カリスマ性を持った人

でした。多くの人はデモクラートが解散して瑛九

が亡くなった後にデモクラートの会員だった人が

次々と世に出てきだして、瑛九が取り上げられる

ようになったと思っているかもしれませんが、瑛

九はその項からかなり有名で、昭和初期の16歳の

時にはすでに「みずゑjに論文を盛んに書いてい

るんです。

そのデモクラートの会員には、非常に幅広いジ

ャンルの作家達がいて、利根山光人、河原温、議

帽、池田満寿夫などの画家だけではなく 、写真家

の細江英公や、後期にはバレリーナまで所属して

いました。そういう幅広いジャンルの芸術家達が

集まって意見を闘わせて、新しい芸術を作ろうと

した訳です。

その頃は団体展に所属していなかったらパカに

されてた時代で、ましてや、版画をやっているっ

て言ったらパカにされたからね。版画は二琉芸術

だと見られがちでした。

けれども僕は、1957年をきっかけに版画は市民

権を獲得したと感じているんです。その年に第一

回東京国際版画ビエンナーレが開催されて、絵描

きは「あいつらには先見の明があったんだろう

か?Jという風に感じたんじゃないかな。ビエン
ナーレが開催された結果、版画が大衆に広がった

一方で、逆に進みすぎた感じが在って、アンチ版

画までもが版画に含まれだして、結局ビエンナー

レなんかは空中分解してしまったのではないか?

と僕個人は思うんだけれどね。だから、版画とい

うジャンルを広げたからといっても、それだけで



はちっとも偉くないと思うし、大事な事は自分の

芸術の問題であって、作品がたまたま版画の領域

を越えたものであっても構わないし、ぞれまでも

「版画であるjとワクにはめ込んで解釈する必要

は無い事だと感じています。

しかし、第一回東京国際版画ビエンナーレのオ

ープニングの夜にデモクラートは解散してしまい

ます。ビエンナーレで泉茂が新人賞を取ったんで

すが、その夜にデモクラートの緊急集会があり、

そこで瑛九がデモクラートを解散するとイキナリ

言うわけです。ぞれは皆んな唖然としますよね。

理由をきくと本来デモクラー卜という団体は権威

に対して戦う立場をとってきた。メンバーの中の

一人が、国際展で賞を貰って会に権威がついた事

になる。会に権威がつくと権威に頼って会員は堕

落して行く恐れがあるので解散する、という理由

だったんです。その後、僕達はグループ展を聞く

事は無かったけれど、絵を見せあったりという個

人的付き合いはありましたね。

デモクラートに珍ける版画に注目すれば、油絵

の一品主義にがける権威に対して版画は複数性を

持っているわけです。それは、たった一つの場所

ではなくて、いろんな場所でその作品を見られる

ことを意味するわけだから、権威も何も無いでし

ょう。ぞれは非常に大衆的な運動へつながってい

く訳だけど。良いものが安く手に入るに越した事

は無いと誰もが思うでしょう。高い一品だけの絵

だけが良いものではない。複数性を持った版画も

芸術的な位置に置こうじゃないかという社会運動

的な一面もを持っていた訳で、それは1950年代か

な。だから当時、講習会もよく聞きました。

僕は初めは油絵だけを描いてたんですが、デモ

クラートには画家と言うものは油絵も描き、版画

も作り、水彩も摘かなければ一人前の画家ではな

いという風潮があって、版画はやり易い状況にあ

ったという事が言えます。しかし僕はデモクラー

トのグループのうちでは一番後から版画に手を出

したようです。関西にも川西英さんとか前田藤四

郎さんといった版画専門の版画家は居ましたけれ

ど、版画専門の作家との関わりは余り無いままの

状態で版画をやりだしました。僕は自分の油画を

良くしようと思って版画をやろうという気持ちだ

ったんでしょうね。だから、僕自身も版画家がい

らっしゃるということを知らなかったし、僕は僕

なりに自分の油絵を良くするには、もっと、理詰

めの方法論が要ると思ったし、その理詰めの方法

論を掴むにはリトグラフが良いと思ったんです。

リトグラフはイメージを明確に分解してゆく訳だ

からね。リトグラフをやったら油絵も良くなって

行くんじゃないか、骨格ができるんじゃないかと

考えてリトグラフをやり始めたんです。

教え方にしてもそういう考え方をしているん

で、デモクラートで言っていた「画家は油絵だけ

じゃなく版画もやらなくてはいけなしリと言うこ

とも、たぶん、そういう事だと思ってるんです。

多角的にものを考えないと自分の骨格、芸術家の

骨絡ができないというのが基本的に在るんだろう

と思います。

僕は市立京都芸大に1963年に来て洋画科に'版画

を教える事になったんだけれど、その年が教え出

した最初だったから、今のこの版画教室の母体は

その頃にできたと思ってます。周年に浪速短大に

も勤めだして、リトグラフの教室を作ったんだけ

れど、その後1、2年してから大阪芸大が出来て、

そこでもリトグラフの教室作りをしました。こう

やって振り返って見ると、 1963年頃から関西の美

大に版画教室を作る態勢が整いだしたのかもしれ

ないね。カリキユラムに関しては、大体、版画教

室自体が無かったから、スタートの時から今まで

自分流のやり方でやってきたつもりです。

教育姿勢に関しては、それぞれの学校の色は教

える人が変わればその人の色に変わってゆくもの

だし、僕のやってきた事に関しては美術表現全体

をみつめる努力をしてきたつもりです。大学では

技術をつめこむような方法はとりませんでした。

まず何がやりたいのかをひきだして、その学生に

合った方法を教えて、その内容から技法の適切、

不適切を指摘してゆく 。だからと言って技術を軽

視しているのではありません。作品というものは、

その作品に合った最高の技術を必要とするし、新

鮮な作品を作ろうと思えば、新しい技法を絶えず

自分自身で発見してゆかなければならないと思っ

ています。

版画の可能性......3





針葉樹のほうが、繊維が多く 質もよいので、パル

プの材料に適している訳です。ヨーロツパで良質

な紙がつくられるのは針葉樹が多いからです。

日本の場合では、針葉樹よりも広葉樹のほうが

多いので、針葉樹だけではパルプの材料として不

足し、不純物が多く繊維質のよくない広葉樹も材

料として用いなければなりません。広葉樹をいか

にしてパルプの材科として利用するかを研究開発

した結果、 現在では、機械的な方法と化学的な方

法をミ ックスさせたセミケミカルパルプ、 熱で蒸

して柔らかくしたあと砕くサーモケミカルパルプ

などの方法とかいろいろ行われています。

それでは、どれぐらいの割合で手漉き和紙にパ

ルプが入っているかというのは、製造元によって

それぞれ異りますが、まず値段の安いものはパル

プが混じっていると考えてきしっかえないでしょう。

また機械漉き和紙と呼ばれるものはパルプが多

く含まれているはずです。先ほど述べた紙の変色

の問題の他にも、パルプは繊維が竪く短いので、

これを和紙に混ぜて用いると破れやすくもろくな

るという欠点も生じてきます。

今まで和紙にパルプを混ぜた場合の惑い影響を

話してきましたが、値段が安い以外にもメリット

-製紙用植物繊維の形態

があります。和紙に高速で印刷するときですが、
ケパ

印刷の商に毛羽が非常によくっき、めくれて くる

ことがあります。ところがパルプを混ぜた和紙に

はそれが少ないのです。それで以前実験を試みた

のですが、10%ほどのパルプを入れた和紙の刷り

-製紙用植物の成分組成

種 類
主な成分(%)(乾燥物について〕

セルロース へミセルロース リグニン

針 アカマツ 54.7 12.1 28.0 
葉
樹 モミ 51.6 9.5 30.9 

広 ブナ 55.8 23.3 22.5 
葉
樹 カ ノt 57.3 24.0 21.5 

ア サ 71.4 17.0 4.6 
靭
コウゾ 73.0 11目3 4.1 皮百

繊底 ガンピ 70.2 23目4 4.2 
維
ミツマタ 70.4 21目4 4.2 
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種 類
長 さ ( mm ) 幅 (μ ) 

繊維比
最大 最 小 平均 最大 最小 平均

針
アカマツ 5.97 0.91 3. 2 8 66目。 21.0 39.0 84.5 

木
葉 モ 、、、、 4.95 1.14 3. 04 63.8 16.8 41.1 72.4 

材
樹
ツ ガ 5.29 1.12 3.14 76.6 10.9 35.9 94.0 

繊
広
ブ ナ 2.20 0.50 1.13 34.7 12.6 20.9 55.1 

維
葉 ポプラ 1. 92 0.52 1.14 42.0 13.0 24.2 48.0 
樹 カ ノt 1. 82 0.50 1.12 33.7 13.2 22.4 52.7 

ア サ 33目50 3.3 14.46 64.0 16.0 24.8 773 
靭 マ オ 224.0 83.0 131. 0 66.0 42.0 51. 0 2，600 
皮
コ ウゾ 23. 76 0.94 9.37 42 1 2 27 354 

繊

維 ガンピ 3. 83 2.32 3. 16 30 16 19 166 

ミツマタ 5.14 1.20 3. 60 32 14 20 180 

タ ケ 5.0 0.4 2.15 30.0 6.0 1 5. 1 142.0 

イ 不 1. 4 1 0.29 0.94 29.0 5.0 14.0 67.0 

コ ム ギ 2.38 0.35 1.27 32.3 5.8 15.0 84.6 
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具合が一番良く、毛羽が出ないで、普通の洋紙の

ように印刷できるという結果が出ました。そして

パルプを入れることによってインクの吸収も早く

なります。しかしそれ以上パルプを入れると和紙

の風合いがなくなり洋紙に近くなってしまいます。

このことは版画の場合に適用される話かどうか

は確言できませんが、とにかくコストの面も含め

て、そういった利点もパルプを混ぜた和紙にはあ

ります。

またなぜシミができるかについての一つの原因

をお話しておきます。昔は漉いた紙を木の板の上

で天日で乾かしていましたが、最近の和紙は鉄板

の上で蒸気を使って乾かします。そうすると鉄板

の鉄イオンが付着し、ぞれが時聞を経て酸化の核

となり、シミをつくる例も見付けられています。

要するに、市販の和紙の性質は、その原料繊維

の物理的性質(繊維の形態)と化学的性質(成分

組織)の差、 および製紙法(手漉きか、機械漉き

か)の相違によって支配されます(表および写真

参照)。

最初のご質問に従い、大部分の市販の製品につ

いて説明しましたが、日本の各地にはまだまだ、

古来の伝統を踏まえた純粋の和紙も漉かれていま

す。版画の専門家は自分の好みに応じたこれらの

和紙を使用できます。こうぞを使った奉書紙がそ

の代表的なもので、使用者の注文に応じた紙質や

寸法の紙も漉カ通れています。木版画の場合には版

下絵には薄い美濃紙や典具帖紙があり、また本摺

り用紙には越前奉書、伊予柾紙、西の内紙などが

よく知られています。最近は紙自身が芸術作品で

あり、紙漉きが一つの芸術体験であるとも考えら

れています。版画家と紙漉き師との協力による造

形の機運がいっそう深まっているように思われま

す。 (文責)武蔵篤彦

ここで紙の成分についての詳しい説聞を町田氏の

著書「紙の科学J(講談社1981年)から転践します。

紙の主役たち

植物体を化学的にみると、主成分はセルロース、

へミセルロース、リグニンの三者で、そのほかの

副成分として、少量の灰分、油脂、樹脂、精油、

6" 版画の科学

色素、窒素化合物、タンニンが含まれる。

主成分は細胞膜ならびに細胞聞の接着部分を組

成して、植物体の構成に直接に関係している。そ

の他の成分は、組織や器官を構成して生理的機能

を果たすのに重要な役割をもつが、これらは紙を

つくる場合には、いわば不純物である。

植物体から純粋なセルロースを採り出すことは

非常に難しい。これは、へミセルロースやリグニ

ンなどとセルロースとの結合がほとんど物理的な

ものであるにもかかわらず、 一般にはきわめて密

接なためである。それでセルロースを単離するた

めにはかなり激しい化学反応を必要とする。それ

らの反応を経て分離、精製した分子は重合度(分

子の長さ)が低下しており、それでもなお多少と

も不純物を含んでいる。重合度の違いはアルカリ

に対する溶解性の差として現れ、これによって、

a (アルフア)ー、 s(ベータ)ー、およびy (ガ

ンマ)ーセルロースに分別して、 一応の工業的な評

価の基準としている。

ただし、綿花の場合には不純物も少なく、比較

的温和な処理で純粋なセルロースを単離できるの

で、セルロースの化学的研究の試料とされること

が多い。

.セルロースの表情

きて、紙の主役であるセルロースの分子は、ブ

ドウ糖(グルコース)を単量体(モノマー)とす

る線状の縮合重合体一つまり高分子化合物であ

る。重合度は原料によって異なる。

セルロース分子は長さ(すなわち重合度)の異

なるものがいくつか集合して図のような直径10"-'

20ミリミクロン、長さ不定の細長いミクロフィブ
リル(フィブリル)を形成し、これが細胞膜を構

成する。

セルロース分子は、多数のグルコースが脱水縮

合して、長い鎖状をなしているのであるから、グ

ルコースとフルクトースがつながった砂糖と同様

に水によく溶けるように思える。しかし、実際に

はセルロース繊維は水に不溶である。これは、長

い分子が縦に集合して強固な組織を形成している

からである。そして、分子中に数多くある水酸基

どうしで強く引き合い、結晶をもっくりあげてい



るため、内部へ水が割り込むことが難かしい。た

とえ分子が一本ずつに分かれたとしても、分子自

身がコロイド粒子の大きさとなる。おまけに、へ

ミセルロースやリグニンはミクロフイプリルの接

着剤のような働きをする。ミクロフィプリルは繊

維軸の方向にある角度で並列するが、その内部で

は長いセルロース分子が規則正しく配列した結品

領域すなわちミセルをつくる部分と、不規則な無

定形の部分(非結晶領域)とができる。非結品領

域は水や薬品などが浸透しやすいので、セルロー

スの結晶領域の割合、すなわち結晶化度がその膨

潤性や反応性を決めることになる。また、無定形

部分に侵入した水は、セルロース分子中にある多

数の水酸基の強い親水性によって、外界の条件に

応じた量で吸着される。

セルロースの集合したミクロフィプリルは、さ

らに集合して繊維細胞群を形成するわけである

が、これにも微細な間隙があり、全体として多孔

質構造になっている。それで水の中では繊維は水

を吸収して膨潤し、柔軟になって可型性を示すの

である。ぞれがもつれて絡み合ってできる薄い層

を乾燥させたのがすなわち紙である。紙の強さは

繊維の絡み合いによる機械的なカと、セルロース

分子どうしの結合による化学的な力とによるもの

とL、えよう。

-準主役一へミセルロース

ヘミセルロースは、グルコースのほか各種の糖

類を単量体とした複雑な構造の縮合高分子であ

る。重合度のほか枝分かれ構造も多種多様である。

化学的にもセルロースより反応性に富み、アルカ

リに溶解しやすく 、また酸によって加水分解され

やすい。パルプのなかには多少とも残存しており、

パルプの製紙性に大きな影響を与える。

木材に含まれるへミセルロースにはキシラン、

アラボガラクタン、グルコマンナン(コンニャク

の主成分)などがある。化学繊維(レーヨン、ア

セテート、ベンベルグなど)の製造には品質を損

なうので嫌われるが紙の場合には和紙抄造に用い

るネリと同様な作用をして製紙性を高め、コンニ

ヤクノりのように紙の強度を増すのに役立つ。ま

た蒸解廃液中のへミセルロースから生成する単糖

類は、酵母やアルコール発酵の原料として利用さ

れている。

.好ましからざる存在一リグニン

リグニンはセルロースやへミセルロースが多糖類

(すなわち高分子の炭水化物)であるのとは全く

異なり、芳香族核が立体的に縮合した構造の高分

子である。木材、タケ、ワラなどに多く 、植物内

で細胞どうしの接着、また細胞膜の強化に役立っ

ている。単量体はフェニルプロパンの各種誘導体

で、全く無定形である。化学的には抵抗力が強い

が、パルプ化に際しては高温度でスルホン化され

たり、アルカリで分解されたりして溶解する。

リグニンは親水性が小さく 、着色性があるので、

紙にとっては好ましくない存在である。しかし、

蒸解廃液中のリグニン分解物は、香料原料のパニ

リンを分厳したり、なめし皮を製造したり、また

ホルムアルデヒドやフェノールとともにさらに縮

合重合させて合成樹脂にするなどの利用が行われ

ている。
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-和紙の手漉き

-和紙の機械漉き
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[株式会社サクラクレパス中央研究室第一研究室課長]

亀川学
[株式会社サクラクレパス中央研究室第一研究室課長]

(版画に用いるインクについて、京都の西大路七

条を入った西高瀬川沿いにある野間化学に伺って

みました。大変お忙しい中、工場長の佐野きんを

尋ね、顔料の一般的な知識について伺うことにし

ました。)

ここでは、 顔料というのは染科の特殊なものと

考えられていて、 一般的に染料のほとんどは有機

物によるものです。有機物で色のついている物を

色材と考えて、水に溶けるものを染料、油に解け

るものを油溶性顔料、そのいずれにも溶けない物

を顔料と言います。そして、顔料は天然顔料と合

成顔料とに分類されます。天然顔料は自然の岩な

どを細かく粉砕して色としたもので、例えばベン

ガラ、群青、紺育、緑青などがあります。さらに

顔料は有機顔料と無機顔料に分類されます。天然

顔料においても緑青や辰砂などは無機で、また、

アリザリン(茜の根から採れる赤)、コチニール

(貝殻虫から採れる赤)、インジゴ(植物の藍から

採れる青色)などは、有機と言えます。

合成顔科の有機顔料はその化学構造によって分

けられていて、赤や黄色にアゾ顔料、青や緑にフ

タロシアニン系、その他に染色レーキ系などがあ

ります。そして、有機顔料の用途として印刷イン

キ、塗料、顔料捺染、絵の具などから、プラスチ

ック、ゴム、化粧品の色材として、さまざまなも

のに利用されています。

この工場では主に、有機顔料を化学合成によっ

て作っているんですが、ユーザーの要求に合わせ

て、耐光性や伸びといった顔料の性質を工夫して

作っています。つまりこの工場で作られる製品は

科学的な処理をおこなった色素と言うことになり

ます。そして絵の具メーカーはこれらの顔料を選

ぴ、買い入れて、その粒子を使いよい大きさに細

かくして、さらにメデユームに混ぜ、 一般にある

絵の具やインクに加工されています。

各種インクの特徴や良否は顔料によって決まり

ます。その点について求められるものとして、色

相、鮮明度、着色力、耐光性、隠ぺい力、吸油量、

価格などがあげられます。
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性質 無機顔料 有機顔料

色の種類 少 多

鮮明性 大

着色力 大

耐光性 大

耐熱性 大

耐溶剤性 大

耐薬品性 大

耐水性 大

隠ぺい力 大

吸油量 大

比 重 大

価 格 安 高

※との表は察本仁志氏の「顔料総論有機系顔料Jより
銭粋しました。

表を見ても言えることですが、有機顔料で作ら

れている水彩画絵の具は日光堅ろう度(耐光性)

が弱く、例えば、水彩画は蛍光灯の下でも退色し

てしまうほどです。また、無機顔料であるベンガ

ラは鉄のサピでできていて、もうこれ以上変化し

ないもので耐光性は強いのですが、色は鮮やかで

はありません。ぞれに比べ、ポスターカラーなど

はこれ以上きれいなものはないと言うほど、鮮明

な顔料が要求されます。天然の藍と合成の藍を比

較すると、合成のものは純度が高く、鮮明ですが、

藍がもっ渋昧はないように思われます。

表にある吸油量とは絵の具を作るときの油と顔

料の比率のことを言います。絵の具をちょうど使

いやすい粘度にするときに、顔料が油に対してど

のぐらい必要かを表しています。

(次に、銅版画のインクについて、刷るときにイ

ンクが変色することについて、伺ってみました。

鋼には化学的な触媒作用があり、顔料と空気が反

応するときに鋼が触媒として働き、変色してしま

うようです。顔料の選択をインクメーカーが違え

ているのかも知れないということでした。)

10… 版画の科学

(翌日、野間化学の佐野さんの紹介で、東大阪に

あるサクラクレパスを訪ねました。そこで中央研

究室の高橋さんと亀川さんにお話しを伺いまし

た。特に、版画用の絵の具として製造されている、

水溶性版画絵の具、 水性版画絵の具、 油性版画絵

の具、 中性版画絵の具の4種類のそれぞれについ

て伺ってみました。)

水溶性版画絵の具は、各400gてeポリチューブに

入って8色、また各800gの缶入りで8色あります。
凸版(木版、紙版)に適していて、伸びがよく 、

ローラー適性に優れています。水溶性とは水性と

異なり、乾燥すると耐水性になりますが、顔料に

対して油溶性樹脂を用いています。これは溶剤が

乾燥しない聞は水と混ざるのですが、乾燥すると

耐水性になる性質をもっています。一般にあるア

クリル絵の具のアクリルエマルジョンの場合はこ

れとは異なり、乳化あるいは懸濁と言い、水の中

にアクリルの小さい粒子が混ざっていて、水が乾

燥して無くなると粒子がくっつき、水に溶けない

油性の膜になります。

水性版画絵の具は、各12111iでポリチュープに入

って、金色、銀色を含めると 9色あって、木版画

に適しています。顔料に対してデキストリンやア

ラビアゴムをメデイウムに用いています。顔料は

白、茶色、黒には無機顔料を、その他には有機顔

料を使っています。金色には雲母の上にベンガラ

の薄い膜をつけたものを、銀色には雲母の上に酸

化チタンの膜をつけたものを使っています。顔料

の粒子を細かく 、JIS規格では50ミクロンが要求さ

れているところを20ミクロン以下にしてあります。

岩絵具をつくるときに用いられるポットミルなど

では微細にするのに限界があり、ここでは3本ロ
ールミルを使っています。メデユームにはデキス

トリンとアラビアゴムを併用しています。デキス

トリンはでん粉を分解した半合成品で、天然の樹

液からとるアラビアゴムと比べると安価で供給が

安定しています。この絵の具で木版画を刷り研究

し、例えばパレンで刷った紙の裏にインクが出て

こないとだめだということで、絵の具の浸透性や、

メデユームの量、活性剤、 顔科の微粒化など、い

ろいろと実験を行いました。



油性版画絵の具は、各100ccで金属のチューブに

入って8色あり、凸版、凹版、平版に適していま

す。顔料は耐光性のある高品質なものを使い、粒

子は細かく 20ミクロン以下です。顔料に応じて、
重合性リンシードと油溶性樹脂をメデユームとし

ています。リンシードとはアマニ油のことで油絵

の具の場合はそのまま使うのですが、版画に刷る

場合、紙ににじみが生じるので、これを焼き詰め

た粘りのある重合性リンシードを用いています。

絵の具の性質であるのぴ、粘り、固さについては

実用テストをおこなっています。そこでは曳糸性

(えいしせい)、タック、乾燥被膜の強度や耐久性

などについて研究されています。曳糸性とは板の

上でインクをローラーで伸ばした時に粘って糸を

引く状態のことで、また、タックとは伸ばしたイ

ンクが切れるときの状態をいいます。油性のイン

クは乾燥するとリンシード自体が酸化して黄ばん

でくるという問題は残るようです。

このシリーズには透明色がないのですが、版画

絵の具を透明または柔らかくするには、粘りのあ

る重合リンシードまたはサンシックンド リンシ

ード オイル(太陽にさらして粘りをもたせたも

の)を混ぜれば良く、また乾燥を早めたい時には

シッカチーフを混ぜれば良いでしょう。他の銅版

画インクにあるトランスペアレント メデユーム

というものは無水珪酸(ワックス)をベースに版

画用のメデユームと練ったもので、インクと混ぜ

ると粘度、硬さは変わらずに透明になる性質をも

っています。

中性版画絵の具は、各800gで缶入りで7色あり

ます。顔料に対して、不乾性液状油を使用し、さ

らに水に乳化した状態にしてありますが、外側に

油があって内側に水の粒子がある状態で、ちょう

どマヨネーズのようなものと考えられば良いでし

ょう。このインクはなま物で、水と油を無理やり

混ぜているので、ある程度の寿命があり、 10年程

経つと分離してきます。(工場でステンレスの深

いずん鋼なナベに羽根がついた撹伴機を拝見しま

した。)この絵の具はさらに不思議で、不乾性液

状油の性質で乾燥せず、常時液体で樹脂化せず、

浸透という形で紙に残り、厚くのってしまうとこ

すれた時にインキがついてしまう欠点があります。

また逆に、乾かないので何度刷つでも版にインク

が残らず、 目詰まりがないという特長もあり、刷

ると木目まできれいに拾って精密な転写ができま

す。なお、洗浄については初めは石鹸で洗い、水

気を取り、後で灯油で洗うと良いようでしょう。

(次に、銅版の上で簿い色が退色することについ

て伺いました。)

白色である酸化チタンは硬い顔料で、このような

インクを用いる時はふき取る際に表面の銅を削っ

てしまい、鋼の粉が入って黒ずむのかもしれませ

ん。薄い色は汚れが目立ちやすいようです。それ

を改良する方法として一つには顔料の濃度を上げ

ていって、少し程度の汚れが入っても色に影響を

与えないようにすることです。また、色自体の反

応の可能性としてインクの中に硫黄化合物が入っ

ていると鋼と反応して硫化鋼となり、黒ずみます

(例えば群青には硫黄が入っている。)また、鋼の

表面にクロームや鋼鉄メツキをかけ、版の表面高

度を上げることによっても解決できそうです。

(以上、顔料についてそれぞれの基本的な性質、

また版画絵の具についてはそれぞれの基本的な機

造が多少、理解できたように思われます。普段、

画材庖ににあるものを手にしてきた私には驚きで

した。色を作っている工場は、まるでディズニー

の映画を見ているように、ユーモラスに感じられ

たことが印象に残りました。そして最後に、この

取材に関して多忙な中、大変な協力をしていただ

いた野間化学の佐野憲良さん、サクラクレパスの

高橋修さん、亀川学さんに厚く御礼申し上げま

す。) (文責)池垣タダヒコ
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木版画の版木に関する
研究一合板について一
平木美鶴[徳島大学]

12 ・・ー木版画の版木に関する研究

1.はじめに

版が用いられてきた歴史を調べると、古くは縄

文式土器につけられた縄目の跡などが現存してい

る版形式のひとつである。時代が進むにつれ、拓

刷り、印という版形式から大きさや画面の複雑さ

への要求とともに身近にあり加工が容易で耐久性

のある木を利用した版へと変化してきたと考えら

れる。奈良時代には広く人々に伝えていく 目的と

複数性を持つ版が宗教と結び付き、仏功徳のため

に印仏や摺仏が行われてきたことや供養札、勧進

札として木版が使用されてきた。さらに鎌倉時代

には宋刊本の復刻や木版画による絵巻が作られ

る。また、室町時代から寺院の法会などの仏事に

使用されるため当麻呈奈羅 001.6x 90.6佃)に代

表されるような大型木版画が制作されるなど木版

画の技術は段々と高まってきたのである。江戸期

以前に使用された版木は古来から書画の版といえ

ば版材は「梓jが用いられ上梓、梓行の言葉に名

残があるように言われてはいるが「梓Jを調べる
と「一つの植物に特定できずアカメガシワ、キサ

サゲ、ヨグソミネパリなど諸説がある。J(講談社
カラー版日本語大辞典)となっている。アカメガ

シワは日本特産で中国名を野梧桐、肌目が粗く軽

軟である。キササゲは中国原産で中国名を梓樹、

肌目は組く軽軟である。この二つは材質的に版木

には向いていないのであるが、キササゲの中国名

が梓を示している。ヨグソミネパリは日本特産で

中国名を様木という、良質の散孔材であり肌目は

轍密で美しく弾力性に富んだ比較的強い材で弓の

材料ともなり版木への使用はできそうであるがや

はり特定はできない、江戸期に使用された桜材に

至るまで種々の木材を試みたであろうと想像され

る。江戸時代は町人文芸の興隆とともに挿絵本が

普及版として大量に制作されるようになり、その

挿絵が独立した浮世絵は墨絵、丹絵、紅絵と発展

し、鈴木春信の多色木版「錦絵jが出現し木版画

の技術は極められていった。浮世絵に使用された

版木は繊細な彫刻が要求されるので硬軟が不同で

あってはならず、しかも平均した硬さと轍密さを

必要とする。しかも高価でなく 、ある程度の大き

さを自由に取れるものでなくてはならない。この

ような条件を満たしたものが桜材である。桜の他



には毛彫りの細密描写の部分に桜の版木に象眼す

る方法で黄楊が使用されていた。時代が変わり明

治の中期以降から山本鼎、石井柏亭などを中心と

して創作版画運動が始まった。その定義は、「創

作版画は複製を目的とせざるものにして自刻、自

摺りをもって一種の絵画を創作することを原則と

す。jというものであり、江戸時代の分業による

浮世絵とは全く違うものであった。この動きは日

本創作版画協会、日本版爾倶楽部の結成につなが

っていくのである。創作版画の運動に関わったの

は大方が洋画家であったが、大正期には制作の糸

口をまず版画に求めた作家が現れてきた。昭和の

初期には春陽会や国画会に版画室、 版画部が設置

されたり、日本版画協会が設立されるなどの広が

りをみせた。この時代に使用された版木は、例え

ば川上澄生は比較的柔らかい木で、作られる作品

も柔らかみがでる朴を使用していた。前川千帆は

キ卜より硬めでさっくりした昧のある桂を使用して

いた。平塚運ーは堅い昧のある桜を使用していた。

というように創作木版画運動の理念に基づき、作

図1 木取りと木目

者の絵肌への追及によって桂、朴、桜などの版木

が使われた。戦後になり国際版画展における受賞

が相次ぎ現代版画が芸術として認められるように

なってきた。そして現代美術の動きに合わせ60年

代は抽象系作家、 70年代は概念的作家が国際的に

評価されていった。近年の版画は大型化が目立っ

てきたが版画の特質である間接技法による表現を

より一層強めた表現方法としてタブローと同等に

評価されるようになってきている。現在、木版画

の版木として使用されている合板は戦前にも使用

されていたようであるが50年代の後半から合板の

品質が飛躍的に向上してきたことにより使用頻度

が多くなってきている。版画の歴史とともに木版

画の版木について書いてきたが、その時代ごとの

版に対する要求が版木に反映していた。現在、 木

版画の版木として主流になっている合板も現代の

要求をよりよく満たしている版木である。今回は

木版画の版木に関する研究として合板を取り上げ

た。合板全体の概要を踏まえた上で、その特質を

知りこれからの可能性について考えてみたい。

(2号事

スライサーによる板目 スライサーによる柾目 ロータリーレースによ ハーフロータリーレースに ハーフロータリーレースに

の木取りと木目 の木取りと木目 る木取りと木目 よる板目の木取りと木目 よる柾目の木取りと木目
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2.合板について

2-1 合板の歴史
合板の技法の歴史は古く、紀元前2600年にその
創造理念はあった。ぞれはエジプトのピラミツド

の中に残されていた家具や小物入れに用いられて

いたことに始まると言われている。更にパピロニ

ア、アツシリア時代からギリシヤ、ローマ時代に

おいても王朝の家具、壁面などに合板貼りしたも

のがみられ、中国では紀元前から合板貼りの工芸

品が作られていた。日本では奈良時代に工芸が発

展し、合板貼りの工芸品が作られ、正倉院宝物の

「太子の手宮Jや「紫壇木画双六局」などに合板
が使用され、現在でも素晴らしい美しさを保って

いる。現在使用されているようなロータリー・レ

ース(丸制機)にかかった単板で合板が出来たの

は1870年頃のオーストラリアである。日本に製品
が紹介されたのは1894年のシカゴ万国博覧会から
見本を持ち帰ったのが最初である。国産合板は

1907年に浅野吉次郎が国産ロータリー -レースを
完成させてから生産される。当時、使用された原

木は定まっておらず山林の搬出まかせであり、歩

留りの面では約30~35%でごく低調であった。 合

板の接着は米糊、白卵、惨などを刷毛塗りしたも

ので非耐水であり徽が生えたり、剥がれたりの粗

悪なものである。1917年に接着剤としてミルクカ
ゼインが輸入されるようになり巾広合板の生産期

に入る切っ掛けとなる。1929年から輸入され始め
たラワン材は合板用材として適材と認められ日本

の主要木材のーっとなり、合板歩留りも道材の

35%程度から一躍60~70% に飛躍している 。 1931

年には安価な接着剤、大豆グルーが使用されるよ

うになり合板工場が大きく鳩加している。第二次

大戦後、組惑乱造の時代になるが、その一方、進

駐軍から高級合板が発注され、接着剤もアメリカ

から直輸入のキヤスコグルーが入り徐々に製品の

向上が図られていた。そこへ尿素系接着剤が進出、

また乾燥仕上法としても乾燥室法に代って高周波

法、低周波法、あるいはコイル式電気合板法も登

場し、製造研究が進んだ。 1955年には尿素を主流
とする合成樹脂按着剤の登場やホットプレス、高

能率ドライヤーの採用など各種機械の発達ととも
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に専門的技術の向上により合板の品質は飛躍的に

向上し、現在に至っている。

2-2 単板の種類

合板は単板(薄板)を3枚以上張り合わせたも
のであり、材木の種類によって各々、肌合いの違

いはあるが、単板の製造を種類別にすると

A.ロータリー ・レースで丸く削る。

Bノ、ーフロータリー -レースで削る。

c.スライサーで削る。

D.鋸で挽いて薄板とする。

以上の4穣がある。Aのロータリー-レースは丸

~J ぎであるため板目だけであるがB、C、Dは柾目、

杢等が得られる。

2-3 合板の性質
合板は木材を薄い板とし、これをその木理方向

を交互に直角に奇数枚はり合わせ、製品における

奥方性を消却したもので、 3枚合板 (3-ply)、

5枚合板 (5ply)、などをふつうとするが、だい

たい単板の張り合わせ枚数9枚までを合板と名づ

け、厚さ1~30皿までがふつうである。合板の原

料である木材は、金属などに比較すると(1 )工

作が容易で、(2 )強度(単位重さに換算した強

度)が大きい、(3 )熱伝導が小さく比熱が大き

い、(4)機械的振動をよく吸収する、などの特

徴があるが、そのとくにいちじるしい欠点は機械

的性質や吸湿性、これにもとづく膨化、収縮の異

方性が著大なことである。(例えば引っ張り強さ

[kg/cnfJ は繊維方向で1000~1400のものが、繊維
方向に30 。 で250~350 、 同じく 60 。 で 120~160、
90 。 で30~70程度) 。 しかしこの欠点は、 合板では

上述のように繊維(木理)方向を直角に交差積層

することによって解消でき、しかも軽くて薄くか

っ広い偏平な面積の材料が安価に提供でき、材質

も樹脂含浸で容易に改質できるので建築材料など

としてその用途は広い素材である。

2-4 合板製造工程
合板の製造工程は大別して、切削工程、単板工

程、合板工程、仕上工程に分類される。



イ.切削工程

原木を所要寸法に切断木取りしてから、丸剥ぎ

または平剥ぎ等により単板を製造し、所要巾に切

断する。

蒸気槽(パット)

比重の大きい国産広葉樹原木等は、煮沸して殺

虫と木質軟化を行なう。ラワン、シナ等比重の小

さいものは行なわないことが多い。

玉切機(カットソー)

原木を所要の長さに切断する。チェンソーが使

用される。

起重機(クレーン)

原木をロータリーレースまで運搬する。

丸剥機(ロータリーレース)

原木丸太をナイフの刃にあてながら回転し、丸

*，Jぎを行ない、連続した帯状の板目単板を製造する。
ベニヤ巻取巻戻機(リーリング・アンリーリング)

ロータリーレースから丸制ぎされた単板を長い

ままで巻き取り、クリッパーにかけるときに巻き

戻す。

平削機(スライサー)

あらかじめ木取りされたフリッチ(厚板)を飽

刃により平に切削し、柾目単板を製造する。

ベニア裁断機(クリツパー)

単版の板面の欠点今除去し、選別しながら所要

寸法に切断する。

その他にロータリーナイフグラインダ一等が在る。

口.単版工程

単版を乾燥して調板する。

単版乾燥機(ドライヤー)

クリツパーで裁断された単版を金網またはロー

ルの聞を通過させて熱風によって乾燥する。

ロータリーレースで丸制ぎされた長いままの単版

をそのまま乾燥する連続式ドライヤーも出現した。

ジョインター

寸法の足らない単版は、継ぎ合わせを行なうが

その接合面を平滑に切断する。

テープ接合機(テーピングマシーン)

ジョインターで加工した単版をテープで接合する。

テープレススプライサー

テープを使用せず単版の接合面を接着剤で直接

接合する。

図2 合板の製造工程図

「
E
E
-
-
E
E
E
E
E
E
L

切
削
工
程

単
板
工
程

..0‘ 
I:l 

板I(接融調整)
工
程

仕
上
工
程

(7リッチ採取)

(単帳切削)

[選別]…|輔、鵬、そわ減、崎|

木版画の版木に関する研究...・a・15



ハ.合板工程

調整された単版に接着剤を塗布し、圧縮接着し

て合板にする。

糊付機(グルースプレツグ)

板商に接着剤を塗布して合板を仕組む。

冷圧機 (コールドプレス)

接着剤を塗布して積層した単版を合板するため

に強圧で圧縮する。

熱圧機(ホットプレス)

コールドプレス後の合板を加熱圧縮して接着剤

を完全硬化させて接着を完了する。

コールドプレス、ホットプレスは、いずれか一

方の場合もある。

ニ.仕上工程

緩着した合板を所定寸法に裁断し表面の研磨仕

上を行なう。

ダブルサイザ一

合板を所定寸法に裁断する。

スクレイパー

合板の表面を飽仕上げする。

サンダー

合板表面の研磨仕上げを行なう。これにはドラ

ムサンダー、オートサンダー、ワイドベルトサン

ダ一等がある。

2-5 接着
使用される接着剤の種類によって合板は日本農

林規格(jAS)によって、つぎのように類別される。

一類合板(完全耐水性合板)

接着剤としては、 P. F (P =フェノール、F=ホ

ルムアルデヒト)、U-M'F (U =尿素の一部を

M=メラミン、としたu'F) または、クレゾー
ル ・ホルムアルデヒド樹脂を用いたもので規絡の

湿潤接着強度 (規準の条件で水に浸しぬれたまま

測定した引っ張り強度)は9"-'llkg/cnf程度、 M

-U'Fを用いたものも少なくとも 8kg/cnf以上で

あることを必要とする。主として戸外、および建

築外装用に用いる。接着は、樹脂塗布量330g /cnf 

で、冷圧 (2hr、10kg/cnf)後、熱圧条件として

105"-' 110'C、10kg/cnf、4"-'6分で行なう。
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二類合板(高度耐湿性合板)

接着剤としてはU'Fを主体とし、これを大豆グ

ルーまたは小麦粉で1.5倍くらいまで増量したもの

で、多少の湿潤状態の露出に耐えるもので、湿潤

強度は、9"-'10kg/cnf程度の内装用合板にあたり、

建築内装用、 家具、車両などに用いる。

三類合板(普通耐湿性合板)

緩着剤として上記のものより一層増量したU・

1 またはカゼイングルーを用いたもので湿潤接

着強度 8"-'9kg/cnf程度、主として屋内家庭用に

用いる。

四類合板(非耐湿合板)

接着剤として靖量の多いU.F、大豆グルーを用

いたもので、湿潤強度は5"-'7kg/cnf程度で、吸

湿性をとくに問題としない用途に向ける。

3.合板の可能性について

現在、木版画の版木として合板が一般化してい

ることは材質の長所を生かし短所を小さくしたよ

り良い材料と言うことができるが、将来的には木

材資源の減少等を考えると合板、 積層材の利用価

値はより高まると考えられる。例えば現在、浮世

絵技法により制作している作家にとってよい品質

の桜材を得ることは難しくなってきているが、桜

材を薄板に加工したり、桜材の使用済み版木を薄

板に再加工し、合板に仕立てたものを版木として

使用し、よい評価を受けている。

合板をいかに使用するか作家各々の表現の問題

ではあるが、版材によって生かしたい表現が狭め

られることもあり、よりよく 表現に合った版材を

見つけるためには版材の種類選択をしていく必要

がある。ラワン、シナ材は一般的に流通している

が、それ以外の木材を使用した合板は入手しにく

い現状である。その点、建築内装材に使用されて

いる天然木化粧合板は種類が多くある。樹種別に

は針葉樹と広葉樹に大別される。針葉樹では、国

産柊と、米国産材のスギ、ヒノキ、マツやスブル

ースなどと比較的使用される樹種は少ないが、広

葉樹になるとその種類は多く、 一般的には中国・

ソ連材を含めてのナラ、タモ、カパを中心にする



北海道産広葉樹、ケヤキ等の国産材、ウオールナ

ット、オーク等のアメリカ産広葉樹、チーク、カ

リン、コクタン等唐木類と呼ばれる東南アジア材、

サペリ、マコーレ・ブピンガ等のアフリカ材に分

けられるが、ローズウッドは東南アジア産も南ア

メリカ産もあり、ナラとオーク類は閥系列でヨー

ロツパにも育成している。樹種別に流通している

ものは百種類を越えるが、 需要のなくなったもの、

資源として減しかけたものや産地国の栽培規制で

入荷しなくなったもの価格的に見合わなくなった

ものなども多く日常的には五十種前後の樹種があ

る。切削方法ではスライド単版、ロータリー単版、

ハーフロータリー単版に分けられ、さらに木取り

や切削方法によって製品が板目、柾目、追柾目、

杢に分けられ、それぞれによって異なる用途と適

性を持ち、さらに、それぞれによって求められる

厚さの違いがある。幅広い選択種を持ち得ており

これから版材として研究する余地がある。

「彫り」の面から合板に求めていけることは、

彫りやすさの追及であり、合板の積層方法、接着

法などの制作工程の見直しのなかから、より良い

製版方法の可能性があるはずである。そのひとつ

として吉田穂高氏と合板販売業者にて開発を考え

られている大豆グルー等の弱接着による合板があ

る。その考え方は、合板の一層目又は二層固まで

版に摘かれた下絵に沿って切り出し万で切れ目を

入れた後、平万文はノミで引っ掛け押し上げてや

ると切れ目の入っている深さの層全体が一挙に面

で取れるため、彫り溝をていねいに掘り進める手

聞が省けるものである。

4.まとめ

現在、木版画の版木の主流が合板であり、その

特徴は無垢の版木にくらべ、膨化、収縮の異方性

が小さく 、強度がある。しかも軽く、薄いそして、

広い面積が取れることは現代木版表現の成立に関

わる応用範囲の広い素材であることがわかった。

合板製造工程の仕組みの理解は、これからの合板

版木をより広い表現に向けていくための手掛かり

になるものであった。
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オックスフォード消息
小枝繁昭

18.・ オックスフ才一ド消息

すでに夜の8時を過ぎているというのにまだ太
陽は沈む気配がない、すっかり日が長くなった。

僕達の住んでいるウオルフソンカレッジのアコモ

デーションは芝生の中庭を囲むようにして建って

いる。ここには南アフリカ、アメリカ、イスラエ

ル、カナダ、韓国など世界各国からやってきた研

究者とその家族が暮らしている。僕達も去年の9

月にロンドンからここに引っ越してきた。

オックスフォード大学は45のカレッジと各分野

の研究機関の集合体である。日本の大学のように

巨大な校舎は存在せず、点在するそれらのカレッ

ジと研究機闘を縫うようにして美しい街ができて

いる。カレッジは言わば学生、職員寮の働きをし、

各カレッジに学生とテユーターと呼ばれる教員が

所属し衣食住を行っている。授業は大講議室での

講義ではなくテュートリアルと言う個人指導が中

心で学生遥は週に 1、2度のテユートリアルで教

員からの指導を受け、研究を進める。このテユー

トリアルは同じカレッジ内だけに限らず、各分野

で全てのカレッジの教員、学生が入り乱れて行わ

れる。

また、各カレッジで色々な行事や催しがあり、毎

週聞かれるフォーマルなデイーナーもその一つ

だ。伝統的な古いカレッジではタキシードとブラ

ックタイが義務づけられている。学長のラテン語

と裁判所で使うような木槌の“トン、 トン"とい

う合図で食事は始められる。幸い僕の所属してい

るウォルフソンカレッジは新しいカレッジでそれ

ほど古いしきたりもなく比較的気楽であった。そ

れでもロンドンでの生活ですっかり外の世界と切

れてしまっていた僕は早々に学長主催の昼食会に

招待されすっかり緊張してしまった。

我が家は3部屋の小さなフラットだがやたらと
椅子がある。なんと18客の椅子である、余りにも

アンバランスで最初は不思議だったが後になりこ

れもテユートリアルを始めとする講義に必要なの

だと納得した。とにかく分からない事だらけであ

る。何の前知識もなかった僕がこの複雑なオック

スフォード大学のシステムを理解する頃には数ヶ

月がたっていた。

所属している研究機関ラスキンスクールオブ

ドローイング アンド ファインアートは彫刻、



絵画、版画科があり各学年20名、全学で60名足ら

ずの小規模であるが少数精鋭のスクールである。

ここでは伝統的な絵画、彫刻に目を向けながら現

代美術の新しい方向性が模索されている。学生達

はスクール内に其々のスタジオを持っているが、

授業はもちろんテユートリアル形式である。

93年10月から94年1月までの4ヶ月聞はオック

スフォード近代美術館のスタジオで制作すること

になった。1976年開館のこの美術館は現代美術を

中心とした企画で英国内だけでなく海外でも高く

評価されている。僕のアトリエは古いビール工場

を改造した美術館の最上階 (5階?構造が複雑で

はっきり分からない。)にあり、切り立った高い

天井には大きな天窓と四万にも窓がある。窓から

はクライストチャーチカレッジのチャペルをはじ

め幾つもの尖塔を眺めることができた。ちょうど

その頃は最も日の短い季節で、ライトアップされ

た塔を眺めながら仕事をするのはとても楽しく集

中しやすい空間だった。

年が明けてからはラスキンスクールの版画研究

室でポートフォリオを出版したり、コンビュータ

ーを使った作品に取り組んだ。やはり帰国の日程

が決まってからはなんとなく落ち着かず、季節も

良くなり近郊の田舎をドライブしたり、アンティ

ークフェアーを巡ったりとすっかり観光客的な生

活になってしまった、懐かしい学生の頃の卒業前

の気分である。

2年聞の英国滞在を自分の中で整理するのはま

だ先のことだろう、でも少し今まで見えなかった

ものが見えるような気がする。また明日が楽しみ

になった。
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学生座談会
『版画について話し合うJ
出席者

大西伸明 [嵯峨美術短期大学]

大畑敬子 [京都精華大学]

北野裕之 [京都精華大学]

田申栄子 [京都市立芸術大学]

名嘉閏正 [大阪芸術大学]

福田由紀子 [嵯峨美術短期大学]

古川道子 [大阪芸術大学]

松浦孝之 [京都市立芸術大学]• 司会
池垣タダヒコ
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ここではさまざまな大学の学生がそれぞれの教

室を離れて話し合うことに意義を見いだしたい。

若い人達は未来を担っています。彼らは現実を直

視し、現状の抱えている問題に対して敏感で、そ

れぞれの分野の価値を判断し、自分たちの進んで

行く方向を見いだして行くからである。彼らの版

画に対しての意見は、版画の将来を示唆するもの

として丁重に拝聴する必要があるように思われま

す。また彼らもこのような場で彼ら自身の意識を

盛り上げて、ひいては彼らのいる版画のさらなる

発展と活性化の場となることを期待して座談会を

聞こうと考えました。

今回、大阪芸術大学、 京都市立芸術大学、 嵯峨

美術短期大学、京都精華大学の四大学から版画教

室の学生に参加していただき、現在、大学での版

画教育、 それぞれの版画のとらえ方について座談

会形式で語っていただきました。

• 
司会 現在、オーソドックスな版画だけでなく、

マルチメディアとしての版画など、版画の

置かれた状況は、かなり広がってきている

と思うのですが、皆さんはどうお考えですか。

古川 どこかで制限していかないと、やっていけ

ないだろうし、楽しいからといつであれもこ

れもやっていたら収拾っかないだろうし、

安易に他の分野に走ってしまうのは危険じ

ゃないかと思います。

松浦 僕は逆に、学生の美術や文学に対する受け

皿が広くなっていると思うんですよ。版画

をやっていても自分の表現が立体に合って

いると感じ始めたら立体をやるだろうし、

詩を書いた方が合っていると思えば詩を書

くだろうし、もっと柔軟になっているんじ

ゃないかと思います。僕自身もいろいろ変

わっていくような気がします。

田中 松浦君に付け足す形になるけれども、私も

版画だけで終わらせたくないなと思うとこ

ろがあるんですよ。今学生だから版画をし



てますけれど、版画だけに縛られるつもり から、僕らにしたらその辺のことも聞いて

はなくて、タブローもしていきたいと思う もらいたいなと思うことがあったりします。

し、版画家という目でだけは見られないよ 古川 すごく同感です。版画全盛の時代の人たち

うに自分を展開していきたいと最近思って は技術というか、新しいことをすることが

ます。 芸術になりえたと思うんですね。だから写

大西今40歳代の先生たちが版画の概念につい 真製版を始めたら、それがすごく新しい事

て、 美術の中での版画というのを考えて版 だっただろうし、ずることなすこと版画は

画を制作してきた世代だと思うんですけど、 新しかったから受け入れられたけれど今は

その後で僕らが作ってるわけでしょう、そう ちょっと落ち着いて私たちは次に何をする

いう面ではすごく客観的に見られる時期に のかという所にいると思ってて、やっぱり

来たんだと思うし、その辺で答えをだして 内面的なもの。版画という分野だけにとら

いかないといけないと思います。 われずに芸術全般を意識していきたいとい

松浦 逆に今言われた事だけれども、前の世代の人 うことで、自分自身を版画だけに縛るのは

たちはすごく版に対するこだわりがあって、 おかしいと思うんですよ。

僕らとの意見がすごく食い違ってて、僕らは 田中 そこらへんで自分でもすごくあいまいなん

もっと内面的なこと、内面から発するもの ですけど、 今さっき言ったみたいに本当に

を表現したいんだけれども、それはすごくう 大きな受け皿の中での、自分がし得る表現

さん臭い物としてとらえられている傾向が のひとつのものとして版画をっきつめたい

あって、その辺に食い違いがあると、そうい と思うけれど、それだけにこだわる必要は

う世代の先生方が僕らを教えているわけだ ないと思います。
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司会北野君の場合は写真というメディアに移行 北野 オーソドックスな版画もごくたまに作ります。

してますよね、そうするとちょっと途うと 問中 それも結局、性に合うか合わないかじゃな

思うんですよね版画とは。その辺どうなん いですか。

でしょう。版画のポジションにいながら枠 大西何やっても特に自由でこだわりがない。

を拡大しようという考え方なんでしょうか。 北野 一応、版画科に属している以上使わないと

いけないかなあとか。でも無理に作ってる

北野 いや、版画っていうものに全然こだわりが のかもしれない。

なくて、大きくなればエデイシヨンとるの 名嘉問 40代や50代の僕らの先生らの世代の人が版

も無理だし、版画の可能性にもあんまり興 画の何もなかったところに版画道みたいな

昧がなくて。違う意味で広げていきたい、 王道を作ってくれて、それで僕らはそのき

表現上だけで広げていきたいというのがす れいに舗装された道の上に置かれたみたい

ごくあるから、何を使おうが版画やってよ な。だから、本当に重大な意識はないです

うが写真やってようが立体やってようが関 ね。それよりも自分のための一部で版画つ

係ないんじゃないかと思います。だから、 ていうものがあって、こだわりとかじゃな

僕は版画もやってますけれど版画にあんま くて、手段っていうか表現のひとつとして

り執着はないです。 版画を使ってる部分が大きいです。

大西版画概念の拡大とかそういう話をするのは 大畑 私は、別にオーソドックスな版画を続けて

正直言ってしんどいんですよね。 いかなくてはいけないと思ってやってるわ

北野 いくら考えても先が見えないっていうか。 けじゃなくて、そういうたまたま選んだ銅

版画が自分にすごくあってて、まあオーソ

司会 大西君どうでしょう。実際作品自体はオー ドックスな版画の形をとってて、別にそう

ソドックスなピユランという技法を用いて いう形態を取ることに意義を感じてるわけ

おられるんですが、それは、版画の技法の じゃなくて、性にあっているっていう本当

中に新たな可能性があるような部分を追及 に個人的レベルの話なんですけれど、それ

されているように思えるんですが。 で続けているだけなんです。でもやっぱり、

版画やってる人の中でも、愛着とか版画に

大西 たまたまなんですけどね、僕の場合は。ピ こだわってる人もいると思いますけど。

ユランと言えば16世紀以来の伝統があって 名嘉閥エデイションすれるということと、すれな

いったん消えて、それをまた今やる事に関 いということの結果的に表現したときの違

しでは考えないといけないと思ってるんで いっていう部分が僕にしたら大事なんです

すが。 けどね。

松浦 昔ぞうやって版についての可能性を見いだ 大畑 版画を通してどんな表現が出来るかってい

した人たちがいて、それで自分に一番あう うことに重要性を感じる。

技法をピックアップして、それに自分の意 松浦僕ら、なんだかんだいってもやっぱり技法

昧を加えて、そして版画の意味も加えてや とか素材のこと、考えてますよね。木版は

っている状態だと思うんですが。 どういう意味があって、歴史はどういうふ

うにあってとか一応考えるから、結局版画

司会 マルチメディアとしての版画、オーソドッ のことを考えてると言えば考えてるという

クスな版画、それらをミックスしたもの、 ことでしょう。

それぞれを臨機応変に使いわけるか、ぞれ

とも、きっぱり区別して考えているか、そ 司会 版画以外の作品に対する興味もしくは可能

の点はどうでしょうか。 性、あるいは現代の版画の可能性、その辺
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について、各大学それぞれとらえ方が違う

と思うんですが。

松浦 芸大はなにをやってもいいんですよ、けれ

どもたとえば実際にあった話ですけれども

マンガを描いていた人がいたんですけど、

マンガの将来性についてすごく考えている

人で、まあ先生とかはそれはやってもいい

けれども単位は与えるけれども、僕らは口

は出さないと言われます。けれども何をや

っても一応、これをやりますってことを言

ったら単位はくれると思います。

田中 単位ということだけじゃなくて、作品とし

て作家としての目で見てくれる。だから、

自分がマンガ家ではなL、から、それは評価

は出来ないけれども作品としての良し悪し

は言ってあげられるというのはよくいわれ

ます。私自身も版画をしてない時期にドロ

ーイングをもっていって、ドローイングだ

けの合評をしていただいたこともあるし、

でも立体持ってきた人は今までいないか

な、とりあえず作品の良し悪しでは見てく

れてると思います。

大西 しっかりと提示してくれれば、さっき言つ

たマンガでも立体でもなんでもと評価はし

てくれる。僕はそれでいいと思います。

大畑 最後の最後になって立体をだしますって言

った時点で立体は認めないって言われた人

がいて、かなりもめたんですけど、結局最

後の最後に立体も出したいから、立体も版

画も両方出した人もいましたけど、やっぱ

り、最後には、ケースパイケースだと思う

んですけど、先生が求めてるのは版画なの

かなっていう印象は学生にありますね。

福岡 卒業制作は版画を出さないといけないとい

うのが広がっているんですね。

司会 版画というメディアのあいまい性、もしく

は版画というメディアに対する危機感みた

いなものはどうですか。

古川 実際自分がやってて、ぞう思うんですよ。

最近危機感みたいなのは充分感じてて、今

までいわゆるバブルがはじけるまでは版画

が盛り上がってて、今停滞してますよね。

版画っていう芸術分野が一見確立されたよ

うだけれども、実はそうではなかったので

はと思ったりもします。

司会先生のようにはなりたくないと。

古川 皆そうかもしれませんね。(笑L、)
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